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計画の一部が
未達成

〈39〉・・・【高専】ディプロマポリシー及びカリキュラムポリシーの検証・見直しが年度内にできなかった。新体制の作業部会

          トが実施できなかった。

          けて制度の見直しを含め、方針の検討を始めている。

〈43〉・・・【高専】特別推薦入試において、学域3年次編入、大学院ともに目標を大幅に下回った。その対策として2018年11
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上回る実績
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〈64〉・・・【高専】計画の耐震改修工事に加え、老朽施設の改修、学校敷地外周のブロック塀の撤去等を進めた。

〈60〉・・・【高専】JABEEの受審を実施、高専IR部会の設置、「高専データ・バンク」の作成。

〈37〉・・・【高専】オタゴポリテクニック短期留学参加人数が目標を上回った。

〈31〉・・・【高専】学校説明会や体験入学の参加者数が目標を上回った。
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教育研究等の質の向上
「地域貢献等に関する項目」
「国際化に関する項目」
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          を設置し、2019年度に見直しを行う。

〈42〉・・・【高専】高専の将来像の検討において方針が定まっていないため、今まで継続的に行っていた企業へのアンケー

〈52〉・・・【大学】教員業績評価について、例年と同様の評価スケジュールで実施できなかった。今後は、市大との統合に向

          月に大学キャンパス見学やOB研究室訪問などPRを行い、受験者増に努めている（志願者数増加見込）。
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